
高志中学校 よくあるご質問 

 

１ 学習について                                

Q1-1 定期テストは１年に何回ありますか。また、定期テスト以外にテストはありますか。 

A1-1 定期考査は、現在年間５回行っています。定期考査以外では、「学力推移調査」という

全国規模の学力調査を２回（４月、１０月）受験しています。内容は国語、数学、英語の３

教科で、併せて生活状況や学習習慣などを確認するアンケートも行っています。全国の中

高一貫教育校約４００校が受験しています。その他、中学２年次のＳＡＳＡ（福井県学力調

査）、中学３年次の全国学力調査も受験しています。 

 

Q1-2 成績不振の生徒に対する指導はどうしていますか。 

A1-2 毎日の授業において、ていねいに宿題の点検と指導を行っています。また、定期考査前

には、「考査前エンカレッジ」という講座を行い、考査範囲の学習を行います。並行して、各

学年の１教室を自習室としています。さらに、夏休み、冬休みにおいて、フォローが必要な

生徒を対象とした「エンカレッジ講座」を実施し、基礎基本の確認、定着をはかっています。 

 

Q1-3 高校に入学したとき、高志中学校から進学した生徒（内進生）と高校入試を経て入学し

た生徒（高入生）はどのようにクラス分けされますか。また、先行学習している数学と理科

の授業と評価はどうなりますか。 

A1-3 高志高校では、令和５年度入学生より、内進生と高入生の混合クラスとしています。先

行学習している科目については、高入生と講座を分けて、内進生だけの講座で授業を行

います。進度や科目も違ってきますので、評価も別になります。 

 

Q1-4 卒業論文の作成があるそうですが、どのように作成するのでしょうか。 

A1-4 論文作成に向けた探究活動は１・２年次から行い、調べたり考えたりした内容を新聞や

レポートという形でまとめる経験を積み重ねます。卒業論文については、３年次の「論文基

礎」という本校独自の教科で作成方法等を学びます。この授業と並行して、生徒は年度は

じめから論文を書き始め、１０～１１月頃に初稿を完成させます。その間、７～８月にはフィ

ールドワークを行うので、そこで得た結果やさらに調査した内容なども盛り込まれます。そ

の後、担当教員の指摘や助言を参考にさらに推敲を重ね、最終的には１月頃に約 8,000

字の論文を仕上げます。論文はすべてタブレットを用いて作成し、『「高志学」卒業論文集』

にまとめられます。 

 

 

 



２ 学校生活について                                               

Q2-1 自転車通学は認められていますか。 

A2-1 認められています。自宅と学校間についてのみで、目安として本校から直線距離で３km

以内、通学時間が片道２０分以内の場合に許可をしています。また、本校が指定するヘル

メットと、自転車に貼るステッカーを購入していただきます。 

 

Q2-2 携帯電話の所持は認められていますか。 

A2-2 原則禁止していますが、通学等において家族との連絡などでやむを得ない場合、「携帯

電話・スマートフォン持ち込み許可願」を提出することで、学校への持ち込みを認めていま

す。ただし、学校に持ってきた場合、朝の会で預かり、帰りの会で返却します。放課後の

校内での使用は、生徒玄関で家族と連絡をとる必要がある場合のみ認めています。 

 

Q2-3 小学校で取り組んできた競技が高志中学校の部活動にない場合どうすればいいです

か。また、部活動は高校生と一緒に行うのでしょうか。 

A2-3 これまで行ってきた活動を高志中学校入学後も続けたい場合は、クラブチーム等に所

属して活動を継続することができます。入学後にお知らせください。その際、高志中学校

の部活動に登録する必要はありません。 

    運動部では、原則、高校と時間や場所をわけて活動しています。文化部では、多くの部

が一緒に活動しています。中学３年の後期は、所属している部の活動を継続することにな

りますが、特例として高校の部活動に仮入部できる場合があります。 

 

Q2-4 中学生と高校生が交流することはありますか。 

A2-4 学校祭をはじめとして、複数の行事を合同で行っています。また、高校の諸行事（ＳＳＨ

講演会、生徒研究活動発表会等）にも参加しています。 

他に、高志中を卒業した高志高生を招き、学習面や生活面のアドバイスを受ける意見

交換会、全国レベルで優れた成果を収めた生徒（高校生など）から中学生に対して経験談

紹介など、中高生の交流の機会を設けています。 

 

Q2-5 生徒はどの地域から通学してきていますか。 

A2-5 県内各地から通学しています。福井市内からの通学者が最も多く、そのほかに、坂井市、

鯖江市、越前市、敦賀市、勝山市、あわら市、永平寺町、越前町からも通学しています。 

 

 

 

 

 



３ 進路について                                                  

Q3-1 学業不振が原因で高志高校への進学が認められないことはありますか。 

A3-1 ありません。高志中学校の生徒は、入学試験を受けることなく高志高校に進学します。 

 

Q3-2 高志中学校から、高志高校以外の高校を受験することはできますか。 

A3-2 原則として、高志中学校の生徒は高志高校に進学することになります。将来の進路希

望が変わったことにより、高志高校以外の高校を受験することは可能ですが、その場合に

は合否に関わらず高志高校へ戻ることはできません。「農業高校や工業高校へ行きた

い。」といった場合はご相談ください。 

    また、高校受験準備のための学習は一切行っていません。自分で受験準備をしていくこ

とになります。 

 

Q3-3 高志中学校を卒業した生徒の、大学進学先を教えてください。 

A3-3 高志高校では、内進生と高入生を分けて進学先を集計していません。高志高校として

の進学先については、ホームページ内の高志高校、高志中学校それぞれの学校案内をご

覧ください。 

 

 

 

４ その他                                                      

Q4-1 高志中学校の学費はどれくらいでしょうか。 

A4-1 毎月学費として約２万円を集めさせていただいています。この中には、ＰＴＡ会費、給食

費、研修旅行積立金、教材費などが含まれます。金額については、物価の高騰や為替の

変動により変わることがあります。 

 

Q4-2 塾に通った方がいいのでしょうか。どのような理由で塾に通っているのでしょうか。 

A4-2 塾に通うかどうかは各ご家庭の判断になります。塾に通う理由としては、学業に不安を

感じていたり、発展的な内容を求めていたりと様々です。自習できるという理由で通ってい

る生徒もいます。 


